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１ 事業の目的・理念           

安心・安全な子どもの活動拠点として、放課後の学校施設等を利用し、地域の方々の参画を得な
がら、子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動をする。 

２ 運営について 
 
主な活動場所 
 

 
吉野方小学校 
 

 平均参加人数
 

１５名 
 

 
開 設 時 間 等 
 

毎週 月火木  年(約１００)回
午後２時３０～午後４時３０分

 対 象 学 年 
 

１年生～６年生 
 

 
コーディネーター 
 

 
活動内容 活動プログラムの作成・内容の確認、活動場所や時間の調整、学校と

の情報交換                                       （ １ ）人 
 
安 全 管 理 員 
 

 
活動内容 活動場所や活動中の安全確認、活動のサポートや参加、児童の出席状

況や把握を行う。                                 （ ４ ）人 
 
学習アドバイザー 
 
 

 
活動内容 学習支援に関する指導を行う。 
                                                           （ ０ ）人 
 

３ 活動紹介（特色等） 

 
 来室後宿題を済ませると、トランプやオセロゲーム、折り紙や紙飛行機作りなどをして賑やか
に過ごし、活動後半は、ほとんどの児童が運動場や体育館でボール遊びやバドミントン等の運動
に参加している。 
 また、七夕やハロウィン等、季節の行事についての読み聞かせや昔の遊びにも親しんでいる。
 

４ 参加者・保護者の感想・意見等 

 
・上級生を待つ間に、宿題をしてたくさん遊べるので楽しい。 
・家に帰った時に、親が仕事でいなかったり、近くに遊ぶ友達のいない子どもも教室で遊べるの
で安心できる。 
 

５ 事業全体の成果と課題 

 
・異学年の児童が一緒に勉強したり、遊んだりすることにより、教えあったり遊びの工夫をした
りして、友達とのつながりや接し方を自然と会得できつつあるようだ。 
・前半の活動の場所が図書室だけなので、自由遊びを始めた児童の動きや声が、まだ勉強中の児
童の気を散らす原因になっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       勉強と遊びの様子              ハロウィンの読み聞かせ 

吉野方小学校区放課後子ども教室 


